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序　世紀の西欧世界において，イスラームは「略奪者」として捉えられていた。
彼らは，地中海沿岸のみならず，内陸にまで進出し，略奪を行なった。たとえ
ば，クリュニー修道院長マヨルス（在位年）は，年，アルプ
スを越えてクリュニーに戻る途中，アラブ人たちに襲われ，捕虜となり，身代
金を請求された。しかし，彼の聖性にうたれた賊たちが彼を無傷で解放したこ
とを歴史家ラウル・グラベール（年頃歿）は伝えている∏。こうした中で，
『ゴルツェ修道院長ヨハンネス伝』（		
	）πの
報告は，西欧世界とイスラームの交流という点では例外的である。本稿は，こ
の『ヨハンネス伝』を通して，世紀における西欧世界とイスラームおよびイ
スラーム支配下のキリスト教徒の状態を扱う。
　本書は，ゴルツェのヨハンネスをよく知るサン＝タルヌル（	
）
のヨハンネス（年頃歿）によって執筆された。アウエルバッハは本書を評し
て，「著者はそれほど型にはまった技巧を駆使しているというわけではなく，む
しろ不器用な書き方をしているのだが，ヨハンネスの姿がとりわけ生き生きと
浮かび上がってくる。つまり彼の厳しい謙譲，実践のエネルギー，いかなる状
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況にあっても妥協しない彼の態度の一貫性」∫と述べている。
　全体は六部に分けられる。序文（）に続いて，第一部はヨハンネスの誕生
から修道士となるまで（），第二部は修道士たちの肖像（），第三部は
ヨハンネスの肖像（），第四部は彼の活動（）を述べ，最後に第五
部がヨハンネスのコルドバへの使節旅行（）について記すª。本書はこ
の第五部の途中で終わっており，彼の修道院長時代については述べられていな
い。おそらく著者の急死によるものと思われる。本稿は，この第五部を中心に
取り扱うことになるがº，それに先立ち，ゴルツェ修道院の歴史とヨハンネス
の生涯について簡単に述べることにする。
１．ゴルツェ修道院とヨハンネス
　ゴルツェ修道院Ωは，メッツ大司教クロデガンク（頃年）の典礼および
修道院改革の一環として，年，ロレーヌ／ロートリンゲン地方のメッス／
メッツ（現在のルクセンブルク国境近くにあるフランスの古都）の南西の地に
建てられた修道院である。９世紀には，その修道院学校によってカロリング・
ルネサンスの文化的隆盛の一翼を担ったが，様々な略奪によって衰退した。
　しかし，世紀になると，本稿で取り上げるゴルツェのヨハンネス（
年，ヴァンディエール	のヨハンネスとも呼ばれる）を中心として修
道院の復興と改革が行なわれ，やがて，その影響はロレーヌ地方のみならずド
イツの全域に広がり，もの修道院を包含するに至り，クリュニー修道院と
並ぶ勢力を誇ることになる。ただし，クリュニーと異なり，ゴルツェの修道院
改革に加わった修道院は，共通の慣習規則（	）は遵守するものの，
各々の自治は保有していた。また，ゴルツェがオットー大帝とオットー２世の
保護を受けたのと同様に，個々の修道院も世俗の設立者の財産として留まった
ため，ローマから好ましく思われず，司教区の司教の裁治下におかれた。その
結果，修道士が司教になることも多く，また教皇レオ九世などの人材も輩出し，
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世紀にはその最盛期を迎える。
　しかし，世紀になると，地域の紛争や戦争に巻き込まれた結果，修道院の
負債が増加し，年には，ルネサンス期の枢機卿ジュリアノ・デラ・ロヴェ
レの下で，大空位時代を向かえ，さらに年には宗教戦争によって建物が焼
失し，年，世俗化される。
　次に，ヨハンネスであるが，ゴルツェ修道院改革の代表的な修道院長として
知られる彼は，年頃，メッツの南にあるヴァンディエールの富農の家に生
まれ，メッツで学ぶが，父の死後，家に戻り，家業に専念する。その後，トゥー
ルの助祭ベルナック（）の下で文法学と聖書についての手ほどきを受け
る。そうする間に，彼の内に修道生活への志が次第に高まり，ある日，隠遁者
として生活することを決心する。彼は，まずヴェルダン（）の隠修士フ
ンベルトゥス（）の下を訪れ，そこでしばらく生活した後，アルゴ
ンヌ峡谷の隠修士ランベルトゥス（	）の下で生活する。その後，彼
は上述のベルナックおよび数人の同行者と共にローマの巡礼に出立する。この
際，彼はモンテ・カッシーノにも立ち寄る。帰国後，彼はかつての仲間と共に
共同生活を開始する。そのことがメッツ大司教アダルベロ（）の耳に
入る。大司教は彼らの生活の場として，衰退していたゴルツェ修道院を提供す
る。こうして彼らは，トゥールの助祭で隠修士としての生活を経験したアイノ
ルドゥス（）を修道院長として選び，ヨハンネス自身は修道院の財産を
管理することになる。年のことである。
　そして，おそらく年から年にかけて，ヨハンネスはイスラーム支配下
のスペイン（）を旅する。帰国後，彼はゴルツェ修道院長となり，
年に没する。
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２．コルドバにおけるヨハンネス
∏　事の発端
　事の起こりは，オットー大帝（１世，年）のもとに，後ウマイヤ朝第
８代アミール（在位　年）として，後ウマイヤ朝を最盛期に導いたアブ
ドゥッラフマーン３世（	
，年）æが使節を派遣したことに
始まる。この使節の目的は，『ヨハンネス伝』には記されていない。しかし，
オットーの宮廷に仕えた，クレモーナ司教・外交官・著述家であったリウトゥ
プランドゥス（	）が，後述するエルヴィラ司教レケムンドゥスに献
呈した『アンタポドシス』（	＝『対抗』）に記された挿話から，南
仏サン＝トロペ湾のフラクシネトゥム（	
＝	
）を根
城とし，交易を阻害するサラセン人海賊の討伐に関わることであったと思われ
るø。
　けれども，使節が運んで来た書簡に，キリスト教を誹謗する内容が含まれて
いたため，オットーを怒らせる。『ヨハンネス伝』は，「この王（アブドゥッラ
フマーン３世）は冒B的で世俗的であり，サラセン人である以上，真の信仰か
らまったく無縁の者であり，キリスト教徒の君主と友好関係を望んでいるにも
かかわらず，彼が送ってきた書簡ではキリストを冒Bする多くの言葉をぶちま
けたのである」¿と述べている。そこで，大帝はその過ちを正す書簡を，実弟で
あるケルン大司教ブルノ（	
	年）に執筆させ，それを運ぶ使者を探
す。もちろん，その使節には死の危険が伴う。そこで，すでに「この世に対し
て死んでいる者」として修道士が適当とみなされ，ゴルツェの修道士にその役
が当てられる。最初に修道院長に指名された二人の修道士，アンギルラムヌス
（	
）とヴィドー（）は，これを拒否する¡。そこで，「殉教を
も辞さない」勇気（）を持った志操堅固なヨハンネスが，自らその役
を引き受けることになる¬。こうしてヨハンネス一行は，おそらくイスパニア
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と北フランスおよびビザンツとの交易に従事していたヴェルダンの商人に案内
されて√，イスパニアの地に赴くことになる。
π　ハスダイ・イブン・シャプルート
　「王（アブドゥッラフマーン３世）は，あらゆる点で臆病かつ疑い深かったの
で，自分の身に危険が及ぶのではないかと思い，あらゆる手段でそれを避けよ
うと試みた。そこで，最初にハスデウという名のユダヤ人―彼ほどに賢明な人
物は見たことも聞いたこともないと，後にわれわれの一行は証言した―を彼ら
のところに遣わし，あらゆる点についてすっかり彼らから聞き出すように計
らった。この人物は，彼（ヨハンネス）が王の命による使者であることを知っ
ており―というのも噂が広がっていたので―，まず恐怖に動揺していたヨハン
ネスの心を励まし，安堵させるために，ここではいかなる危害も加えられない
こと，そして栄誉を伴って帰国するだろうと確言した。ついで，この国の人々
の慣習について多くのこと，そして人々の前でどのようなことを守らなければ
ならないかを彼に注意した。たとえば，若者たちはいかなるうわついた放埓な
言動も控えていること，些細なことでも王の耳に入らないことはないというこ
と。もし外出する機会があっても，彼らは，女性に対し悪ふざけで話しかけて
はならず，合図すらも送ってはならないこと。どんなに恐ろしい危害をこうむ
るか分からないからである。課せられた法を決して踏み越えてはならない。注
意深く見張られていない者はなく，逸脱が発覚すれば，罰せられない者はいな
い，などである」ƒ。
　ヨハンネス一行は，ただちにカリフ（王）・アブドゥッラフマーン３世に謁見
が許されたわけではない。『ヨハンネス伝』は，その理由を，彼らが何か危険
をもたらすのではないかとカリフが恐れたためであると説明する。そこで，彼
は，まずハスデウ（）という名のユダヤ人を一行のもとに遣わす。後に
ゴルツェに戻った一行が「彼ほどに賢明な人物は見たことも聞いたこともな
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い」と証言したこの人物こそ，ハスダイ・イブン・シャプルート（	
）である≈。
　後ウマイヤ朝におけるユダヤ人の生活状態については，資料の不足から必ず
しもその全体的像が明らかとなっているわけではない∆。とはいえ，キリスト
教徒による西ゴート王国の支配下にあっては最下層の地位に甘んじていたユダ
ヤ人たちが，ムスリム支配下にあっては「啓典の民」（	）として信教
の自由を享受し，地中海貿易を中心とした商業分野で活躍し，ムスリムの宮廷
でも重用されたことは確かである。ハスダイもその一人である。彼は，年に
コルドバで生まれ，ユダヤ人共同体においては「王子」を意味するナスィ
（）という名称で呼ばれた。これが共同体においていかなる地位を示すのか
は正確には分かっていないが，指導的な立場にあったことは確かである。ヘブ
ライ語，アラビア語，モサラベ語はもちろんのこと，ラテン語とギリシア語に
も堪能であった。彼はその卓越した才能によってカリフの宮廷の侍医また外交
官としても活躍した。ヨハンネス一行がコルドバに到着する４年前の年，ア
ブドゥッラフマーン３世はバクダードのアッバース朝に対抗すべく，ビザンツ
皇帝コンスタンティノス７世（在位　年）と戦略的な同盟を締結する。
両国の使節は，カリフがコルドバ郊外に新たに建設した宮廷都市マディーナ・
アッ＝ザフラー«で会談するが，この時活躍したのが歳のハスダイであった。
さらに，この時，文人皇帝として知られたコンスタンティノス７世は，ギリシ
アの薬学者ディオスコリデス（１世紀に活躍）が著した，美しい図版を含む『薬
物誌』をカリフに贈る。この薬草学の百科全書をギリシア語からアラビア語に
訳す陣頭指揮をとったのは，解毒剤の研究を専門とした医師ハスダイであっ
た。
　コルドバに辿り着いたヨハンネス一行が最初に出会ったのは，この第一級の
外交官・知識人ハスダイであった。ヨハンネスへの対応もその片鱗を伺わせ
る。彼はまずヨハンネスたちの身の安全を保証する。さらに，ムスリム，キリ
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スト教徒，ユダヤ人という複数の宗教と文化が共存する世界を熟知する人物に
ふさわしく，「この国の人々の慣習について多くのこと，そして人々の前でどの
ようなことを守らなければならないか」を忠告する。『ヨハンネス伝』は，彼
が与えたと思われる多くの忠告を断片的にしか伝えていない。若者たちは慎み
深い行動をとること，とりわけ女性に対して慎み深く振る舞わなければならな
いこと，厳しい法的支配のもとにあること，違法行為はただちにカリフの耳に
届くように監視体制がとられており，厳格な罰が与えられることなどである。
これらを文字通り受け取ることはできない。監視体制の厳しさについては，カ
リフが「あらゆる点で臆病かつ疑い深かった」という記述に関連づけて読むべ
きだろう。しかし，女性に対する振る舞いについては，おそらく『コーラン』
の「男の信者に言ってやるがいい。『（自分の係累以外の婦人に対しては）彼ら
の視線を低くし，貞潔を守れ。』それはかれらのために一段と清廉である」»に
基づくものであろう。むろん，こうした忠告は修道士であるヨハンネスには無
用なものであろう…。にもかかわらず，伝記の著者がこれを書き留めたことは，
ムスリム社会における倫理性の高さを評価したからかもしれない。
　ヨハンネスとハスダイの会談は続く。「ヨハンネスは，それらをもっともなこ
とだと応じ，忠告者に丁重に感謝し，逆に故国の人々について語った。多くの
やりとりの後，ユダヤ人は少しずつ本題に入っていった。彼は，一行が何のた
めに派遣されたかを慎重に尋ねた。彼は，ヨハンネスが少し躊躇するのを見る
と―このことはその時まで両者のあいだで隠されていたからである―それを口
外しないこと，それどころか，必要ならば，助言による手助けを惜しまないこ
とを約束した。そこで，ヨハンネスもすべてを順序良く明らかにした。すなわ
ち，王への贈り物，さらに王の前で読み上げなければならない書簡のこと，そ
してこの書簡なしには贈り物を差し出すことも，王の前に出ることもできない
ことを述べた。同時に，彼は書簡の内容を明らかにした。『これを携えて王に謁
見することは，危険です』とユダヤ人は言った。『王によって遣わされた使者に
ゴルツェのヨハンネスとイスラーム

返答する時には注意しなければなりません。すでにあなた方にお話したとお
り，法律が厳格なのです。そこから逸脱しないことを賢明に覚えておかなけれ
ばなりません。』」 。
　会談が続く中で，ハスダイは少しずつ本題を切り出し，ヨハンネス一行がこ
の国に遣わされた目的は何かと尋ねる。ヨハンネスは返答を躊躇する。しかし，
ハスダイを信頼し，彼がこの国に来た目的を打ち明け，オットーの書簡の内容
を告げる。ハスダイは，ただちにその書簡のもつ危険性を察知した。イスラー
ムを非難する内容が盛り込まれていたからである。そこで，ヨハンネスにあく
まで慎重であるように忠告し，その場を去る。
∫　司教ヨハンネス
　それから数ヶ月後，ヨハンネスという名の司教が彼らを訪れる。ハスダイの
報告を受けて，同じキリスト教徒が彼らを説得するために派遣されたのであ
る。司教ヨハンネスは，修道士ヨハンネスに，カリフのもとに参上する際には，
贈り物だけを携えて行くようにと忠告する。ヨハンネスは司教の言葉に驚いて
言う。
　「それでは，皇帝の書簡はどうなるのですか。まさしくそのために私は派遣さ
れたのではないでしょうか。王が最初に冒B的な言葉を送ってきたのですか
ら，彼は，その誤った根拠のない思いつきを打倒するこの書簡によって，反駁
されるべきなのです」。司教はこれに対して，慎重に答えた。「私たちがどのよ
うな状況で暮らしているのかをよく考えて下さい。罪のゆえに，異教徒たちの
支配に置かれるという境遇に転落してしまったのです。権力に逆らうことは使
徒の言葉によって禁じられています。唯一残された慰めは，これほどの苦境に
あっても，彼らが私たち固有の法を用いることを禁じていないことです。彼ら
は，忠実にキリスト教を守っていると見なす者たちを尊敬し，喜んで受け入れ，
その者たちと交際することを楽しんでいますが，ユダヤ人のことは心の底から
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嫌悪しています。ですから，目下のところ，私たちにとって賢明と思われるこ
とは，私たちの宗教が危害を蒙らない以上，他のことに関しては彼らに屈し，
信仰を妨げない限り，彼らの命令に服従するということなのです。そこで，今
のところは行動を控え，書簡については一切伏せておくほうが，差し迫った必
要もないのに，あなたとあなたの国の人々にとって破滅の元になるような騒ぎ
を引き起こすよりはよいでしょう。」À
　司教ヨハンネスと修道士ヨハンネスとのあいだで交わされた会話は，この当
時のコルドバにおけるキリスト教徒の状態を，ヨーロッパ世界に伝えた貴重な
記録である。
　ムスリム支配下のアンダルスのキリスト教徒をモサラベ（）と呼
ぶ。この語は，アラビア語の「アラブ化した人々」（	）に由来する。
彼らは，ユダヤ人と同様に，「啓典の民」として「庇護民」（）とみなさ
れ，人頭税（）などを支払うことによって一定の諸権利を与えられていた。
すなわち，宗教と礼拝の自由は認められていた。ただし，ムスリムの宗教的感
情や優越感を損なうことは許されず，礼拝も宗教的な施設，つまり教会内部で
しか行なうことはできなかった。宗教共同体の運営・裁判についてはイスラー
ム法を犯さない限りで自治権が認められていたÃ。ムスリム支配者が「私たち
固有の法を用いることを禁じていない」という言葉はこの事態を示唆する。
　モサラベの中にはアラビア語を身につけ，後ウマイヤ朝政権下で徴税吏や書
記として活躍する者もいた。しかし，上述のように，キリスト教の西ゴート支
配下において虐げられていたユダヤ人の地位が，ムスリム支配下において飛躍
的に向上したのに対し，キリスト教徒の地位は被支配者のそれに転落した。「ユ
ダヤ人のことは心の底から嫌悪しています」という言葉は，ユダヤ人に対する
キリスト教徒の屈折した感情を反映しているのかもしれない。
　９世紀には，こうした境遇に甘んじることを潔しとしないキリスト教徒の中
から，公然とムハンマドを侮辱することによって，殉教を目指す急進的な人々
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もいたÕ。ヨハンネス一行が訪れた世紀半ばのコルドバには，そのような殉
教熱はすでに失われていた。
　司教は異教徒に支配される境遇に転落した根本的な原因を「罪」に帰する。
つまり，現今の状態を罪に対する神の罰と見なしているのである。これが，モ
サラベの一般的な自己理解であるか否かは分からない。いずれにせよ，彼らは
この境遇を受け入れざるを得ない。彼らの立場を正当化するのは，使徒パウロ
が「ローマの信徒への手紙」章１－４節で述べた「人は皆，上に立つ権威に
従うべきです。神に由来しない権威はなく，今ある権威はすべて神によって立
てられたものだからです。従って，権威に逆らう者は，神の定めに背くことに
なり，背く者は自分の身に裁きを招くでしょう。実際，支配者は，善を行う者
にはそうではないが，悪を行う者には恐ろしい存在です。あなたは権威者を恐
れないことを願っている。それなら，善を行いなさい。そうすれば，権威者か
らほめられるでしょう。権威者は，あなたに善を行わせるために，神に仕える
者なのです。しかし，もし悪を行えば，恐れなければなりません。権威者はい
たずらに剣を帯びているのではなく，神に仕える者として，悪を行う者に怒り
をもって報いるのです。だから，怒りを逃れるためだけでなく，良心のために
も，これに従うべきです」という言葉である。
　この司教および彼の司牧する信者たちにとって，ヨハンネス一行と彼らが携
えてきたイスラーム信仰を論駁する書簡は，彼らの平和な状態に破滅をもたら
すものであった。それゆえ，司教は，書簡の件は伏せて，贈り物だけを王のも
とに持って行くようにと説得する。しかし，彼の意図は，殉教を覚悟で乗り込
んで来たヨハンネスには通じない。彼は幾分戸惑いを覚えて言う。
　「そのようにおっしゃることは，あなたのような司教にふさわしいことでは
ありません。あなたは信仰を公にし，あなたの高貴な地位があなたを信仰の擁
護者としているのですから，人間的な危惧から，他の人々が真理を宣言するこ
とを妨げてはならず，あなた自身もそこから逃げ出してはならないのです。キ
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リスト教徒にとっては，他の人々の滅びのために異教徒と食卓を共にすること
よりも，厳しい飢えを耐え忍ぶことのほうが善いことではないでしょうか。加
えて，聞くところによると，あなた方は，すべての公同教会が嫌悪しかつ断罪
すること，つまり，異教徒の習慣に従って，割礼を施しているとのことです。
使徒が，もし割礼を受けるなら，あなた方にとってキリストは何の役にも立た
ない方になる，と力強い言葉で断言しているではありませんか。彼らと良い関
係を保つためにあなた方が避けている食物についてはどうでしょうか。清い者
にとっては，すべてが清いのです。無益なことを教える者，人を惑わす者は，
ある種の食物を断つ者たちに多いのですが，これらの食物は，とりわけ信仰を
持ち，感謝して食べる者たちのために神が造られたものです。神の言葉と祈り
によって聖なるものとされるのです」Œ。
　司教は妥協することなく信仰の真理を堂々と明らかにすべきであるし，また
それを実行しようとする者を阻止することは司教にふさわしくないというヨハ
ンネスの主張は正論である。彼には異教徒の支配下にある司教の立場が理解で
きないのである。さらに，彼は，数ヶ月のコルドバ滞在で見聞したことの中か
ら，キリスト教世界のヨーロッパで生きる者にとっては驚くべき事実を指摘す
る。モサラベが割礼を施し，またイスラームの食物禁忌に従っているという点
である。
　割礼―今日問題とされている女子の割礼も含め―についての規定は，『コー
ラン』の中に見出されない。にもかかわらず，『ハディース』などを典拠とし
ながら，割礼はイスラーム世界で広く実施されていたœ。アンダルスのムスリ
ムもこれを実行していたのである。ところで，ユダヤ人にとって割礼は，誕生
後八日目に施される，契約のしるし–，選民のしるし—であった。したがって，
彼らにとってこの慣習は，ムスリムと共通であった。しかし，キリスト教徒に
とってはそうではない。イエスの死後，パレスティナから，当時のヘレニズム
世界へと伝道を拡大していった１世紀のキリスト教にとって，割礼を始めとす
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る律法の遵守を異邦人改宗者にも課すべきか否かは大問題であった。「異邦人
の使徒」パウロにとって「キリスト・イエスに結ばれていれば，割礼の有無は
問題ではなく，愛の実践を伴う信仰」“が核心であった。そして，修道士ヨハン
ネスも引用するように，「もし割礼を受けるならば，キリストは何の役にも立た
ない」”と断言された。これによって，キリスト教はユダヤ教と袂を分かち，キ
リスト教として独立していったと言ってもよい。それゆえ，割礼を施すことは，
「すべての公同教会が嫌悪しかつ断罪すること」であり，モサラベがこの慣習を
受け入れていることは，ヨハンネスにとって驚愕の事実だったのである。
　次に食物禁忌であるが，『コーラン』は「かれ（アッラー）があなたがたに，
（食べることを）禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外の
（名）で供えられたものである」‘と，豚肉などを食べることを禁じる。ユダヤ人
にとっても，豚肉を食べることは禁止されている’。しかし，初期のキリスト教
は，ユダヤ教の律法で禁じられている食物の禁忌を破棄する。「使徒言行録」
章１－節そしてヨハンネスがここで引く「テモテへの手紙一」４章３－４節
がそれである÷。したがって，キリスト教徒にとって豚肉は汚れたものではな
い。むろん，ヨハンネスのような修道士は，その禁欲的な生活の中で肉食を
断っている。だが，ここで彼が非難しているのは，異教徒の食習慣に従ってい
るという点である。
　これに対して，司教ヨハンネスは，異教徒と共存するためにはそうせざるを
えないと述べ，さらに，それは父祖たちから伝えられ，遵守されてきたことを
守っているのだと言う◊。修道士ヨハンネスにとっては，キリスト教の救いの
根幹に関わることであっても，司教にとっては，異教徒の下で暮らすキリスト
教徒が選択した，やむを得ざる妥協であり，伝統的な慣習なのである。両者の
対話は平行線をたどり，再びヨハンネスは，死を恐れることなく，皇帝から託
された書簡をカリフのもとに携えて行き，キリスト教信仰を公に宣言すると主
張する。二人の会話はこれで終わる。Ｊ・ルクレールは，「両者の活発なやりと
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りの場面には，何よりも，ゴルツェのヨハンネスの個性に関して，大いに教え
られる所がある。すなわち，彼の強靭な，そして厳格ですらある個性，そして
聖書を文字通りに解釈する彼の習慣である」ÿと評する。
ª　レケムンドゥス
　司教ヨハンネスとの会談は，むろん，カリフに伝えられた。６，７週間後，
ヨハンネスはカリフの使者から一通の書簡を受け取る。その手紙には，もしヨ
ハンネスが皇帝の書簡を届けることに固執するならば，スペイン全土のキリス
ト教徒の命はないという脅しが記されていたŸ。ヨハンネスは，皇帝から託さ
れた使命への忠誠心との狭間で思い悩んだ末⁄，自分に課せられた義務を実行
する道を貫く旨を返事する。ところが，カリフはこれに立腹せず，主だった側
近に相談をする。その中のある者が，これほど志操堅固な者は，賢明な判断も
できるにちがいない，彼自身が何らかの解決策をもっているのではないか，と
提言する。このことがヨハンネスに伝えられると，彼は，カリフによって皇帝
に使者が立てられることを提案する¤。それは直ちに受け入れられ，使者とし
て選ばれたのが上述のレケムンドゥス（）という人物である。彼は
「立派なカトリック教徒で，われわれの教養も，また彼が暮らすアラビア語の教
養も完璧に身につけ，王宮で重要な職務に就いていた。それは，さまざまな要
求のために人々が王宮に参上すると，彼が，それを王宮の外で聴取し，彼らの
嘆願や供述を書きとめ，調書を作成した上で，宮廷に奏上し，文書による回答
を伝えるという職務であった」‹。さらに，『ヨハンネス伝』は，彼が使者とし
て立てられた経緯を次のように述べる。
　「他の多くの人々も同じようにこの職務に就いていた。彼（レケムンドゥス）
は，他の人々が困惑し，何らかの報酬を得る機会が提供されて躊躇しているの
に気づき，言った。『自らの魂を陛下に売ったものに，陛下は何を報いてくださ
るでしょうか』。これは，使者として定められた者が死の危険にさらされるよう
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な場合，その者に対して，厳かに『私にお前の魂を売れ』と言われることに応
じたものである。もし無事にそれを果たせば，多くの報酬が与えられるのであ
る。このレケムンドゥスの願いは聞き届けられ，彼が望むものは何でも与えら
れることになった」›。彼が望んだのは，空位となっている司教区の司教の地位
であったﬁ。そして彼が手に入れたのは，グラナダ近郊のエルヴィラ（）
司教区であるﬂ。おそらく，前任者のガピオ（）が年に歿した後，彼
はそこの司教となったはずである。しかし，正式の記録に彼の名は記載されて
いない。彼の司教任命が教会法の正式の手続きに則ったものではなかったから
であろう‡。『ヨハンネス伝』の著者が，一つの慣習を伝えようとしたのか，あ
るいは，異教徒の下で狡猾に生きる一人のキリスト教徒の姿を伝えようとした
のかは分からない。
　いずれにせよ，ヨハンネスは，このレケムンドゥスに，皇帝や故国の慣習な
ど，使者として必要なことを教える·。こうして彼は出発する。危機は回避され
たのである。しかし，ヨハンネス一行はまだコルドバに留め置かれる。
º　カリフの謁見
　一行がコルドバに来てから，すでに３年の月日が過ぎ去ろうとしていた。こ
の間，彼らは，カリフの監視体制のもとに，ほぼ軟禁状態に置かれていたと思
われる。そうした中で，謁見の許可を伝える使者が彼らのもとに遣わされる。
使者は，カリフの面前に参上する前に，身支度を整えるようにと支度金を置い
ていく。しかし，ヨハンネスは，その金を受け取るべきか否かを決めかね，結
局，それを貧者のために施すことにする。そして，カリフに感謝すると同時に，
自分自身には黒衣の修道服以外にふさわしい衣服がないという旨を伝える。ヨ
ハンネスのこの行為は，修道士として当然ではあるが，同時に，ムスリムの宗
教的義務であるザカート（喜捨）にもかなうことであった。こうして，ヨハネ
スはカリフに謁見することになる。『ヨハンネス伝』の著者は王宮に至るまでの
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道程を鮮やかに描く。
　「謁見に定められた日，王の偉大さを誇示するためにあらゆる種類のパレー
ドが催された。一行が宿泊していた所から，町そして王宮までのすべての道を，
色とりどりに着飾った兵士たちが群がっていた。こちらでは歩兵が槍を持って
立ち，離れた所では他の者たちが槍と投槍を振り回しながら，模擬戦を演じて
いた。らばに乗った兵士の後に軽装歩兵が続き，騎士は馬に絶えず拍車をかけ
るので，馬はいななき，後ろ足で立った。これに加えて，これまで見たことも
ない出立ちのムーア人が，われわれの一行を脅えさせた。さまざまな余興でほ
こりの舞い上がる道を―夏の暑さで道は乾ききっていたのである―一行は宮廷
に辿り着いた。さまざまな貴人たちが彼らと会うために進み出た。宮廷の外の
舗装された路にはこの上なく高価な絨毯や敷物が広げられていた」‚。
　カリフはヨハンネスを歓待する。しかし，両者の会話は，進むに従って，暗
礁に乗り上げる。カリフは，オットー１世の統治政策をよく知っており，それ
を厳しく非難したからである„。
　この謁見からしばらくして，再びヨハンネスはカリフに呼び出され，友好的
な会話が始まる。ヨハンネスは，皇帝の権力，知恵，軍隊などについて語った
後に，「実際，私の知る限り，この世界で，歩兵においても騎士においても私
の皇帝と肩を並べる王はおりますまい」と付け加えた。この一言はカリフを怒
らせる。「お前の王を褒め上げたのは間違いだ」。ヨハネスは答える「真実か偽
りかをお確かめください」。カリフは言う「お前が王について私に語ったことは
すべて認めてやってもよい。だが，ある一点に関して，お前の王は確かに賢明
ではなかった」。「それは何ですか」ヨハンネスは問い返す。カリフは答える「彼
はすベての権力を掌中にしているのではなく，彼自身の所有になる富と権力を
彼の追随者のある者たちに許してきた。こうして，彼は自らの帝国の諸部分を
彼らに分与したが，それは彼自身に対する忠誠と服従をより強めるものである
かのようであった。とんでもないことだ。こうすることで，傲慢と謀反が促進
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された。そしてまさにこのことが彼の親族に起こったのだ。その者は彼の息子
を裏切りによって拉致し，帝国にあからさまに暴政をしいているのだ。そのた
め，彼は，異民族，つまりハンガリー族が彼の領土に侵入し，略奪を許すこと
になったのだ…」‰。
　緊張をはらんだ会話である。もしこの記述が実際の会話を再現したものだっ
たとしたら，カリフはかなりの情報を手に入れていたことになる。オットーが
帝国の体制を安定させるためにとった措置は，諸大公位をすべて王族の手に握
ることであり，すべての大公国を王弟，王息が支配する家族支配体制を造り上
げることだった。しかし，年には，王息リウドルフが王に対して大反乱をお
こし，さらには，翌年にはこのリウドルフの了解のもとで，ハンガリー族が侵
入し，略奪を繰り返した。むろん，この反乱は鎮圧され，年にはハンガリー
族も徹底的に打ち破られる。ヨハンネスとカリフとの会談が行なわれる前年の
ことである。『ヨハンネス伝』は，ここで途絶えており，その結末は分からない。
間もなくヨハンネス一行はコルドバを後にし，ゴルツェに無事帰還したヨハン
ネスは，年，修道院長となる。
結　語
　『ゴルツェ修道院長ヨハネス伝』が伝える，当時のイスラーム世界，そしてム
スリム支配下のモサラベの実情に関する情報はわずかで，断片的である。イス
ラームを論駁しようとするオットーの宮廷の意向は，アブドゥッラフマーン３
世の宮廷の慎重かつ巧みな対応，そしておそらくは修道士ヨハンネスの賢明な
判断によって，表面化することなく危機は回避される。使者として立てられた
レケムンドゥスは，途中ゴルツェにも立ち寄り，オットーの宮廷でその使命を
果たす。彼がそのおり語ったコルドバの壮麗な姿は，宮廷と深く関わったガン
デルスハイムの女子修道院長・詩人ロスヴィータ（	
	
	
頃年頃）に強い印象を与えたにちがいない。彼女は，９世紀のモサラベ
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殉教者ペラギウスを讃える詩の中で，コルドバを「世界の宝飾」と讃えている。
最後にそれを引用することにしようÂ。
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